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Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

特別支援学校教育要領・学習指導要領(平成29

年告示)においては，育成すべき資質・能力とし

て，学びに向かう力，人間性等が挙げられてい

る。その中の力の一つとして，主体的に学習に取

り組む態度が位置付けられている。主体的に学習

に取り組む態度は，「①知識及び技能を獲得した

り，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりす

ることに向けた粘り強い取組を行おうとしている

側面，②粘り強い取組を行う中で，自らの学習を

調整しようとする側面という二つの側面」¹を評

価することが求められている。 

所属校は，知的障害者である児童生徒が在籍す

る特別支援学校であり，知的障害が中度から重度

である児童生徒の割合が高い。知的障害のある児

童生徒については「成功経験が少ないことなどに

より，主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っ

ていないことが多い。そのため，学習の過程では

児童生徒が頑張っているところやできたところを

細かく認めたり，称賛したりすることで，児童生

徒の自信や主体的に取り組む意欲を育むことが重

要となる。」²とされている。 

生活単元学習は「児童生徒が生活上の目標を達

成したり，課題を解決したりするために，一連の

活動を組織的・体系的に経験することによって，

自立や社会参加のために必要な事柄を実際的・総

合的に学習する」²各教科等を合わせた指導の形

態の一つである。 

これまでの自分自身の実践では，主体的に学習

に取り組む態度を十分に育成できなかった。要因

の一つは，先述の二つの側面を踏まえて，明確な

目指す姿を設定した上での指導と評価ができなか

ったことである。もう一つは，授業の中で自信や

意欲を育成できなかったことである。背景には，

児童にとって学習活動における成功経験や，達成

感を得る機会が不足していたことが挙げられる。 

そこで本研究では，第一に，「学習活動に自分

から取り組み，やり通す」姿を主体的に学習に取

り組む態度と捉え，「仙台市立鶴谷特別支援学校 

自分づくり教育系統表」³を活用して，児童一人

一人の目指す姿を設定する。第二に，設定した目

指す姿を踏まえて，自信や意欲を育む指導を工夫

する。一つは，児童の学習や生活の様子，興味関

心，発達段階などの実態を踏まえた学習活動や教

具を充実し，児童の成功経験が豊富になるように

する。もう一つは，児童が達成感を得られるよ

う，学習評価を工夫する。学習活動をその場で評

価したり，写真や動画で前時を振り返り，評価を

伝えたりする。また，動画や学習評価カード，一

緒に活動することを通して，校内の教員や保護者

と学習を振り返り，称賛される機会を設定する。 

以上のことから，実態を踏まえた目指す姿の設

定と，自信や意欲を育む指導の工夫によって，学
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習活動に自分から取り組み，やり通す児童を育て

ることができると考え，本主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「学習活動に自分から取り組み，やり通す」とは 

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表

現力等を身に付けたりする学習活動に自分から取

り掛かり，最後まで取り組み通すことと捉える。 

(２) 「実態を踏まえた目指す姿」とは 

児童の学習や生活の様子，興味関心，発達段階

などの実態(以下，児童の実態と表記)を踏まえて

教師が設定した学習活動に，適切な支援のもと，

自分から取り組み，やり通す姿と捉える。 

(３) 「自信や意欲」とは 

学習活動に対して「自分にはできる」「やってみ

たい」という思いを持つことや，学習活動を通し

て，「できた」という達成感や「またやってみたい」

という思いを持つことと捉える。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

実態を踏まえた目指す姿の設定と，自信や意欲

を育む指導の工夫を通して，学習活動に自分から

取り組み，やり通す児童を育てる生活単元学習の

指導の在り方を探る。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点１＞ 実態を踏まえた目指す姿の設定 

(１) 自分づくり教育系統表を活用した目指す姿

の設定(手立てＡ) 

「学習活動に自分から取り組み，やり通す」目

指す姿は児童の発達段階に応じて異なると考える。 

そこで，本研究では，所属校の児童生徒の実態

に合わせて，仙台自分づくり教育における「五つ

の力」を捉え直した「仙台市立鶴谷特別支援学校 

自分づくり教育系統表」(以下，系統表と表記)を活

用する。本研究では，系統表における「うごく力」

①②の姿(表１)を活用し，児童一人一人の実態を

踏まえて，「学習活動に自分から取り組み，やり通

す」目指す姿を設定する。 

次に，関連する各教科等の目標や個別の指導計

画に基づくねらい，評価の観点を踏まえて，本時

における目指す姿を設定する。 

＜視点２＞ 自信や意欲を育む指導の工夫 

(１) 成功経験を豊富にするための活動や教具の 

充実(手立てＢ)  

関連する各教科等の目標や内容，個別の指導計

画に基づくねらいを踏まえ，目指す姿の達成をね

らった学習活動や教具を充実させる。また，教師

の手本や学習動画で，活動への見通しを示す。 

(２) 達成感を得るための学習評価の工夫 

(手立てＣ) 

実践１では，前時の活動を写真，動画で振り返

り，児童が頑張ったことを教師が伝える。実践２

では活動後に，その場でできたことを評価する。 

実践１，２共に，単元終末には，校内の教員と

共に，動画を視聴したり，一緒に活動したりし，

学習活動を振り返って称賛される場面を設定す

る。また，学習評価カードで保護者に学習の過程

や成果を伝え，称賛される機会を設定する。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表２のとおり実施した。 

表２ 実態調査の計画 

ねらい 児童の学習や生活の様子，興味関心などの実態を把

握し，授業実践や検証に生かす。 

方法 ①個別の教育支援計画による実態把握 
②担任教師への質問紙法による実態調査 

③児童保護者への質問紙法による実態調査 
④授業観察による実態調査 

対象 仙台市立鶴谷特別支援学校 小学部 
①，④第３学年２組(知的障害)児童   ３名 
②  第３学年２組担任教師      １名 

表１ 仙台市立鶴谷特別支援学校 自分づくり教育系統表 
(一部抜粋，太枠囲みは筆者追記) 

育て

たい

力や

態度 

本校としての 

具体的な視点 

学びの姿の目安 
教師の支 
援を受け 
入れて 

教師と一緒
に 

教師の見守
りの下で 

自分で 
見通しを持
って 

Ⅰ Ⅱ～Ⅶ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

う
ご
く
力 

提
示
さ
れ
た
様
々
な
刺
激
に 

何
ら
か
の
方
法
で
反
応
す
る 

①
何
事
も 

や
り
通
す 

提示された
様々な刺激
に対して表
情や動きで
反 応 を 返
す。 

教師と一緒
に課題に取
り組む。 

教師と一緒
に 最 後 ま
で，課題に
取り組む。 

決められた
課題に一人
で 取 り 組
む。 

②
自
分
か
ら 

行
動
す
る 

教師と一緒
に自分の好
きなことに
取り組む。 

好きな活動
に自分から
取り組む。 

教師と一緒
に，提示さ
れた活動に
自分から取
り組む。 

③
よ
り
よ
い 

方
法
を
考
え 

行
動
す
る 

教師と一緒
に楽しく活
動する。 

教師の支援
を受けて，
楽しく活動
する。 

自分のでき
ることに楽
しく取り組
む。 
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③  第３学年２組児童保護者     ３名 

内容 ①児童の興味関心，学習や生活の様子，生活単元学習
の目標や指導の手立ての把握 

②児童の学習や生活に関する実態把握 

③家庭での機器の使用状況の把握 

④児童の興味関心，学習や生活の様子の把握 

調査日 ①，④令和３年６月 ②令和３年６月 18日 
③令和３年６月 21日 

(２) 結果 

実態調査を行い，表３，４の結果が得られた。  

表３ ＜視点 1＞目指す姿に関する実態 

(３) 考察 

表３の結果より，視点１において，児童一人一

人の目指す姿を設定した。また，表４の(c)より

全員が動画に関心があり，指導において効果的で

あると考えられる。さらに，(d)で挙がった教員

から称賛されることが有効と考えた。また(e)よ

り，Ｂ児が達成感を得るには，その場での振り返

りや活動と評価を関連付ける工夫が必要であるこ

とが分かる。 

以上の考察と結果(f)(g)を踏まえ，児童一人一

人の「学習活動に自分から取り組み，やり通す」

目指す姿を設定し，これに応じた学習活動や教具

を決定した。 

 

 

２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

 実践１を表５のとおり計画した。 

表５ 実践１ 指導計画 

対象 
仙台市立鶴谷特別支援学校 小学部 

第３学年２組(知的障害)児童 ３名 

実施期間 令和３年９月８日～15日 

題材名 
(指導者) 

「飲み物を買いに行こう」 
 (T1:長期研修員，T2:３年２組担任) 

題材のねらい 

(評価の観点) 

・自動販売機での買い物の手順を知り，買い物をすること
ができる。(知) 

・買い物の手順や集団行動の約束を守ることができる。

(思) 
・自動販売機への買い物学習を通して，自分で飲み物を買
おうとしている。(態) 

時 ねらい 視点２と関連する学習活動 
関連する各教

科等の内容 

１ 

自動販売機で飲
み物を買えるこ
とや，飲み物を買
いに行くことを
知る。 

・写真や具体物を用いて前単元を振
り返る。      【手立てＣ】 

・写真や紙芝居を見て，単元の学習
に見通しを持つ。  【手立てＢ】 

〈生活〉 
イ 安全 
オ 人との関 

わり 
ク 金銭の取 

り扱い 

ケ きまり 
コ 社会の仕組

みと公共施

設 
〈国語〉 
Ａ 聞くこと 

話すこと 
Ｂ 書くこと 
〈算数〉 

Ｂ 数と計算 
Ｃ 測定 
〈音楽〉 

鑑賞   
〈道徳〉 
規則の尊重 

２ 

自動販売機での
購入手順を知る。 

・写真を見て，前時の学習を振り返
る。        【手立てＣ】 

・学習動画を見て，本時の学習への
見通しを持つ。   【手立てＢ】 

・タブレット端末や，模擬販売機で
手順を練習する。  【手立てＢ】       

３ 

自動販売機での
購入手順を身に
付ける。 

・動画で前時の学習の様子を見て，
めあてを知る。   【手立てＣ】 

・校内模擬販売機で購入練習をす
る。        【手立てＢ】 

４ 

必要な硬貨を自
分で数え，買い物
の練習をする。 

・タブレット端末を活用し，飲み物
購入に必要な金額を知り，硬貨を
準備する。     【手立てＢ】 

・外に設置した模擬販売機で購入練
習をする。     【手立てＢ】 

５ 

自動販売機で飲
み物を自分で買
う。 

・手順や一人一人が買う飲み物を確
かめる。    【手立てＢ，Ｃ】 

・実際に自動販売機で飲み物を購入
し，教室で飲む。  【手立てＢ】 

６ 

単元の学習を振
り返り，称賛され
て自信を持つ。 

・自分で選んだ校内の教員と共に，
自動販売機での買い物場面の動
画を視聴する。   【手立てＣ】 

・校内教員から称賛の言葉掛けと花
丸シールをもらう。 【手立てＣ】 

(２) 実践２ 

実践２を表６のとおり計画した。 

表６ 実践２ 指導計画 

対象 
仙台市立鶴谷特別支援学校 小学部 
第３学年２組(知的障害)児童 ３名 

実施期間 令和３年11月２日～11月17日 

単元名 

(指導者) 

「秋の暮らし」 

(T1:長期研修員，T2:３年２組担任) 

単元のねらい 

(評価の観点) 

・秋の生活や自然を知り，秋の自然のよさを生かして制作
したり，遊んだりすることができる。(知) 

・作りたい作品ややりたい活動を考え，活動に必要なもの
を集めることができる。(思) 

・秋の自然を生かした制作や遊びを通して自然や人と自分

から関わり，学びを学習や生活に生かすことできる。(態) 

時 ねらい 視点２と関連する学習活動 
関連する各教

科等の内容 

１ 

秋の生活や自
然の様子を知
る。        

・これまでの季節の学習を写真で振り
返り，秋の生活や自然に関する学習
動画を視聴する。   【手立てＢ】 

・写真や具体物で，学習活動に関連す
る秋のクイズをする。 【手立てＢ】 

〈生活〉 
ア 基本的生
活習慣 

エ 遊び 
オ 人とのか
かわり 

サ 生命自然 
〈図画工作〉 
Ａ 表現  
〈算数〉 

２ 
制作や遊びの
イメージを持
つ。 

・イモや落ち葉，木の実を使った遊び
や製作を知り，活動の中から，好き
な活動を選んで試す。 【手立てＢ】 

３ 

サツマイモを
収穫し，達成感
を得る。   

・収穫の手本を教師が示し，サツマイ
モを収穫する。    【手立てＢ】 

・たくさん収穫したことを収穫数やイ
モの大きさで確かめる。 

 

表４ ＜視点２＞指導の工夫に関する実態 

 

達成感を得ることに
関する実態 

成功経験を豊富にするための活
動や教材に関する実態 

(a) (b) (c) 

(d) 
好きな遊び 

(e) 
コミュニケーション 
の様子 

写
真
や
動
画
を 

注
視
す
る 

学
年
部
教
員
以
外
で 

関
わ
り
の
あ
る
教
員 

ど
の
行
為
を
褒
め
ら 

れ
て
い
る
か
分
か
る 

Ａ児 ○ 
校長 

養護教諭 

主事 

副主事 

支援員 

○ 
体を動かす遊
び，ままごと，
お店ごっこ 

簡単な指示が分かり，
簡単な発語で意思や要
求を伝える。 

Ｂ児 
動画 
○ △ 

制作，絵本の
読み聞かせ，
感触遊び 

日常生活での簡単な指
示が分かり，身振りで
要求を伝える。 

Ｃ児 ○ ○ 
体を動かす遊
び 

簡単な指示が分かり，
身振りやカード，喃語
で要求を伝える。 

○できる △不十分 
 

 (a)好きな活動に 
自分から取り組む 

(b)教師と最後まで課題 
に取り組む 

Ａ児 ○ ○ 

Ｂ児 ○ △ 

Ｃ児 △ ○ 

○できる △不十分 

※うごく力①②の３段階(小学部中学年の目安)を基準 
 

  表４ ＜視点２＞指導の工夫に関する実態 

 

達成感を得ることに関

する実態 

成功経験を豊富にするための活動

や教材に関する実態 

(c) (d) (e) 

(f) 
好きな遊び 

 

(g) 
コミュニケーション 

の様子 

写
真
や
動
画
を 

注
視
す
る 

学
年
部
教
員
以
外
で 

関
わ
り
の
あ
る
教
員 

ど
の
行
為
を
褒
め
ら 

れ
て
い
る
か
分
か
る 

Ａ児 ○ 
校長 

養護教諭 

主事 

副主事 

支援員 

○ 
体を動かす遊
び，ままごと，
お店ごっこ 

簡単な指示が分かり，簡
単な発語で意思や要求
を伝える。 

Ｂ児 
動画 
○ △ 

制作，絵本の読
み聞かせ，感触
遊び 

日常生活での簡単な指
示が分かり，身振りで要
求を伝える。 

Ｃ児 ○ ○ 
体を動かす遊
び 

簡単な指示が分かり，身
振りやカード，喃語で要
求を伝える。 

○できる △不十分 
 



  

菊地４ 

４ 
落ち葉や木の
実に興味を持
ち，収集する。  

・一人一人の興味に応じた収集容器を
用意し，作品製作や遊びに必要な材
料を集める。     【手立てＢ】 

Ｂ 数と計算  
Ｄ 測定 
〈国語〉 
Ａ 聞くこ
と・話す
こと 

〈道徳〉 
自然愛護 

５ 

やりたい活動
を自分で選び，
製作したり，遊
んだりする。 

・制作や準備の過程の動画や写真，教
師の手本を見る。   【手立てＢ】 

・８種類の活動の中から，好きな活動
を選んで取り組む。  【手立てＢ】 

６ 

落ち葉や木の
実を収集し，秋
の自然への関
心を高める。       

・一人一人の興味に応じた収集容器を
使って，作品製作や遊びに必要な材
料を集める。     【手立てＢ】 

７ 
制作や遊びに
じっくり取り
組む。      

・８種類の活動の進め方の手本を示
し，好きな活動を選んで取り組む。 

  【手立てＢ】 

８ 

校内の教員と
一緒に遊んだ
り，活動を称賛
されたりする。        

・校内の教員を招待し，好きな遊びで
一緒に遊ぶ。     【手立てB】 

・これまでの学習過程を動画で視聴
し，称賛を受ける。  【手立てＣ】 

９ 

校内の教員と
遊び，称賛され
て，達成感を味
わう。 

・前半で，教員と関わり，後半で好き
な遊びで一緒に遊ぶ。 【手立てＢ】 

・これまでの学習過程を動画で視聴
し，称賛を受ける。  【手立てＣ】 

※単元を通して，「単元名の確認」「主活動」の直後に，児童が理
解できる方法で，評価し，児童が達成感を得て，自信を持って
次の学習に取り組めるようにする。【手立てＣ】 

３ 授業実践の内容と結果及び考察 

＜視点１＞ 実態を踏まえた目指す姿の設定 

(１) 自分づくり教育系統表を活用した目指す姿

の設定(手立てＡ) 

① 内容 

 実態調査と表１より，児童一人一人の目指す姿

を設定した(表７)。 

表７ 「学習活動に自分から取り組み，やり通す」目指す姿 

Ａ児 好きな活動に自分から取り掛かり，一人で取り組む。 

Ｂ児 
好きな活動に自分から取り掛かり，教師と一緒に最後まで
取り組む。 

Ｃ児 教師と一緒に好きな活動に取り掛かり，一人で取り組む。 

次に，関連する各教科等の目標や個別の指導計

画に基づくねらい，評価の観点を踏まえて，本時

における目指す姿を設定した(表８，９太枠内)。 

② 結果と考察 

実践１，２の結果は表８，９のとおりである。 

ここでは，各実践における達成，未達成の理由

を考察し，達成要因は視点２で分析する。 

実践１の結果から，三点を考察した。一点目は

第１，３，５，６時において，全員が目指す姿を達

成していることから，活動や教具は有効であった

と考える。単元開始前の実態として，自動販売機

に興味があり，購入経験のある児童もいたが，全

員，保護者から支援を受けて購入している。また，

模擬販売機での購入の様子からも，お釣りレバー

への強い興味があったり，硬貨を入れる前に商品

ボタンを押していたりと，購入の手順に意識が向

いてない様子であった。このことから，各時間に

おける活動や教具によって，目指す姿が達成でき

たと考える。二点目は，第２時で，全員が未達成で

あり，活動や教具が妥当ではなかったと言える。

表８ 実践１における目指す姿と達成度 
  

目指す姿 
本時の 
ねらい 
評価の観点 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
好きな活動に
自分から取り
組み，自分でや
り通す。 

教師と一緒に
好きな活動に
最後まで取り
組む。 

教師と一緒に
好きな活動に
取り組み，自分
でやり通す。 

第
１
時 

自動販売機で飲
み物を買えるこ
とや，飲み物を
買いに行くこと
を知る。 □知□態  

自分から販売
機の写真を指
さすことがで
きる。 

販売機のボタ
ンを押すと飲
み物が出るこ
とが分かる。 

自分から販売
機を指さすこ
とができる。 

第
２
時 

自動販売機での
購入手順を知
る。   □知□態  

他児の姿を見
て進んで買お
うとしている。 

教師の手本を
見て，買おうと
している。 

教師の手本を
見て，買おうと
している。 

第
３
時 

自動販売機での
購入手順を身に
付ける。 □思□態  

正しい手順で
自分で買おう
としている。 

教師から言葉
掛けや指差し
を受けて買お
うとしている。 

正しい手順で
自分で買おう
としている。 

第
４
時 

必要な硬貨を自
分で数え，買い
物の練習をする。 

   □思□態 

タブレット端
末上の絵と同
じ硬貨を自分
から並べるこ
とができる。 

端末上の絵と
同じ硬貨を教
師と並べるこ
とができる。 

端末上の絵と
同じ硬貨を自
分から並べる
ことができる。 

第
５
時 

自動販売機で飲
み物を自分で買
う。   □思□態  

購入の一連の
手順を一人で
できる。 

購入手順を教
師と確かめな
がら買うこと
ができる。 

購入の一連の
手順を一人で
できる。 

第
６
時 

単元の学習を振
り返り，称賛さ
れて自信を持
つ。   □思□態  

花丸シールや
言葉掛けで褒
められている
ことが分かる。 

花丸シールで
褒められてい
ることが分か
る。 

花丸シールや
言葉掛けで褒
められている
ことが分かる。 

※太枠内は，各時間の児童の目指す姿(網掛けは達成) 

表９ 実践２における目指す姿と達成度 
  

目指す姿 
本時の 
ねらい 
評価の観点 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
好きな活動に
自分から取り
組み，自分でや
り通す。 

教師と一緒に
好きな活動に
最後まで取り
組む。 

教師と一緒に
好きな活動に
取り組み，自分
でやり通す。 

第
１
時 

秋の生活や自然
の様子を知る。   

□知□態        

自分から写真
を選び，５問す
べて正答でき
る。 

具体物を自分
から見て，３問
正答できる。 

欠席 

自分から写真
を選び，５問す
べて正答でき
る。 

第
２
時 

制作や遊びのイ
メージを持つ。 

   □思□態  

遊びに興味を
持ち，意欲的に
材料を考える
ことができる。 

教師と一緒に，
好きな活動を
試してみるこ
とができる。 

遊びに興味を
持ち，意欲的に
活動を選ぶこ
とができる。 

第
３
時 

サツマイモを収
穫し，達成感を
得る。  □知□態  

教師の手順の
言葉掛けを聞
いて，イモを三
つ収穫する。 

教師が手伝い
ながら，一緒に
イモを二つ掘
り出す。 

友達の活動を
見て，見通しを
持ち，イモを三
つ収穫する。 

第
４
時 

落ち葉や木の実
に興味を持ち，
収集する。□思□態   

ドングリをバ
ッグに入れる
期待感を持ち，
自分から材料
を拾っている。 

ドングリをボ
トルに入れる
ことを楽しみ
ながら，自分か
ら集めている。 

教師と一緒に
決められた時
間まで，ドング
リを拾おうと
する。 

第
５
時 

やりたい活動を
自分から選び，
製作したり遊ん
だりする。□思□態  

やりたい遊び
を見付け，最後
まで活動する
ことができる。 

好きな遊びを
見付けて，集中
して遊ぶこと
ができる。 

教師と最後ま
で好きな遊び
をすることが
できる。 

第
６
時 

落ち葉や木の実
を収集し，秋の
自然への関心を
高める。 □思□態        

必要な材料を
考えて，自分か
ら拾っている。 

教師と共に材
料を拾ってい
る。 

教師と共に材
料を拾ってい
る。 

第
７
時 

制作や遊びにじ
っくりと取り組
む。   □思□態       

好きな遊びを
見付けて，時間
まで活動でき
る。 

好きな遊びを
見付けて，集中
して遊ぶこと
ができる。欠席 

見通しを持っ
て，教師と共に
最後まで活動
できる。 

第
８
時 

校内の教員と一
緒に遊んだり，
活動を称賛され
たりする □思□態         

教師と共に招
待した教員と
一緒に遊ぶこ
とができる。 

招待した教員
と好きな遊び
で遊ぶことが
できる。 欠席 

好きな活動を
通して，招待し
た教員と関わ
ろうとする。 

第
９
時 

校内の教員と遊
び，称賛されて，
達成感を味わ
う。   □思□態  

招待した教員
に好きな遊び
を通して自分
から関わるこ
とができる。 

招待した教員
と一緒に活動
に取り組むこ
とができる。 

欠席 

作品や好きな
活動を通し，招
待した教員と
関わろうとす
る。 

※太枠内は，各時間の児童の目指す姿(網掛けは達成) 
※第４時以降，Ｃ児の目指す姿は，「教師と一緒に好きな活動に
取り組み，教師と最後までやり通す」に変更 
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模擬販売機を初めて使用した回であり，販売機の

裏側が気になり，活動量が不十分となった。第３

時以降，販売機の設置場所を変更したことで，改

善が見られた。三点目は，第４時がＢ児のみ未達

成であったことから，第４時の活動や教具がＢ児

には妥当ではなかったことが分かる。タブレット

型端末と硬貨を使用したが，活動時間が不十分で

あったことや，課題の中に含まれていた，硬貨を

指先でつまむ活動がＢ児には難しかったことが要

因と考えられる。実践１を通して，全時間で目指

す姿を設定し，達成，未達成を見取ったことで，活

動や教具の有効性を整理することができた。また，

一人一人に必要な支援を明確にできることが分か

った。例えば，第５時のＢ児の目指す姿は，「購入

手順を教師と確かめながら買うことができる」で

ある。Ｂ児は，教師と共に手順を確かめて購入す

ることが本時の目指す姿であるため，他児が自分

で買うことを目指していても，教師の支援を受け

て買うことができれ

ば，Ｂ児は目標を達成

したと考える(図１)。

一人一人の目指す姿を

明確にしたことで，適

切な支援のもと，目指

す姿を達成できたと考える。 

実践２の結果から，三点を考察した。一点目は

第４，７，９時に，全員(欠席児童を除く)が目指す

姿を達成していることから，活動や教具が全員に

適していたと考える。二点目は，第１～３時は，Ｃ

児が未達成であることから，目指す姿，もしくは

活動や教具が妥当ではなかったと考える。Ｃ児に

対しては，当初，目指す姿として，実践１同様，

「教師と一緒に好きな活動に取り掛かり，一人で

取り組む」を設定していた。しかし，単元開始後か

ら，自然への興味の低さや，普段と異なる学習環

境での緊張が見られ，「一人で取り組む」姿を目指

すことは難しいと考えた。そのため，第４時以降

は，「教師と一緒に好きな活動に取り掛かり，教師

と最後まで取り組む」ことを目指したところ，本

時の目指す姿を達成できることが増えた。三点目

は，第６時に，Ｃ児が未達成であったことから，目

指す姿，もしくは活動や教具が妥当ではなかった

ことが考えられる。周囲の環境や，手が汚れるこ

とが気になったことが要因として挙げられる。そ

のため，第７時以降も，秋の自然(ドングリやマツ

ボックリ)に自分から働き掛けることもねらった。

第５時に興味を示していた

ドングリスライダーで，ド

ングリやマツボックリに何

度も自分から手を伸ばし，

転がして楽しむ姿が見られ

(図２)，第６時に達成でき

なかった姿を第７時に達成

することができた。また，実践後に公園に行った

際，自分からドングリを拾っていたとのことであ

る(担任談)。このように，実践後の行動の変容も見

られた。 

＜視点２＞ 自信や意欲を育む指導の工夫 

(１) 成功経験を豊富にするための活動や教具の

充実(手立てＢ) 

① 内容 

実践１では，自動販売機での購入練習をするた

めの主な教具として，市販の自動販売機のおもち

ゃ，教師自作の模擬販売機，タブレット端末を活

用した。校内で購入の練習ができる教具を充実さ

せることで，成功経験が豊富になるようにした。

また，プレゼンテーションソフ

トのアニメーション機能を活

用し，タブレット端末の画面

で，購入手順を確認，練習でき

る資料を作成した。また，同資

料を，見通しを持つための手順

カード，手順クイズの素材とし

て活用した(図３)。自動販売機

での購入手順を身に付け，自信

を持って実際の購入活動に取り組めるようにした。 

実践２では，第１時に，単元の学習内容に関わ

る学習動画と具体物や写真によるクイズを提示し

た。また，校外での学習前には，活動の動画を事前

に提示，校内での学習では教師が手本を示し，活

図３ 手順カードの一部 

図１ Ｂ児が自動販売機で飲
み物を購入する様子 

図２ Ｃ児が木の実を 
転がして遊ぶ様子 



  

菊地６ 

動への見通しを示した。第２時には，児童一人一

人の興味関心を踏まえ，８種類の活動例(落ち葉シ

ャワー遊び，落ち葉プール遊び，サツマイモでの

製作遊び，芋版での製作遊び，焼き芋ごっこ遊び，

マラカス製作遊び，スイーツ製作遊び，ドングリ

スライダー) を提示した。第５，７，８，９時には，

８種類の中から一人一人が選んだ活動に取り組む

こととした。第４，６時には，木の実の収集容器と

して，牛乳パックのバッグとペットボトル，葉の

収集袋を用意した。児童自身が活動や道具を選ん

だり，ねらいを踏まえて教師が提示したりするこ

とで，「できる」「やってみたい」という思いを持っ

て学習に取り組めるようにした。 

② 結果と考察 

視点１で，目指す姿を達成できた際の活動や教

具を，有効であると判断した。 

実践１では，図３の手順カード(お金を入れる，

ボタンを押す，お釣りを取る，商品を取る)を正し

く並べるクイズを第３，４時に実施したところ，

Ａ児は複数のカードを見比べながらカードを選ん

でおり，カードによって購入手順を考えることが

できたと思われる。また，Ｂ児は，第３時の手順の

練習において，タブレット端末上の硬貨のイラス

トをタップすると動くなどの様子を注視し，決め

られた時間の最後まで，夢中で取り組む様子が見

られた。模擬販売機での練習では，自分からボタ

ンやお釣りレバーに手を伸ばす様子が全員に見ら

れ，教師の直接的な支援を徐々に少なくしながら，

購入することができるようになった。Ｃ児は，模

擬販売機の前に行くと，教師の促しがなくとも，

硬貨を財布から出そうする様子が見られ(第４時)，

模擬販売機が練習の場となり，成功経験を豊富に

する教具として，有効に働いていたと考える。 

表 10 は，第５時の実際の自動販売機での購入場

面である。本題材における主な評価場面とした。

Ａ児には緊張が見られたが，教師が問い掛けなが

ら活動を進めることで，自分で手順を考えて，購

入することができた。Ｂ児は，模擬販売機での練

習で，ボタンやお釣りレバーが目に付くと，すぐ

に触ってしまう様子が見られた。そのため，教師

が言葉掛けや指差しで，手順を確かめたことで，

手順を守って購入することができた。Ｃ児は，硬

貨１枚(今回は 100円と 10円の硬貨を使用)で購入

できると考えている様子があったため，本時では，

教師と共に，硬貨１枚では買えないことを実際に

確かめ，その他の手順は，一人で取り組むことが

できた。よって，一人一人の目指す姿はおおむね

達成できたと考える。 

実践２では第４時に，教師が実際にドングリを

拾う動画を提示したところ，全員が集中して視聴

し，収集容器にも興味を示した。公園に行くと全

員が収集容器にドングリを入れることができた。

Ｂ児は第２時で，ドングリをペットボトルに入れ

ることに興味を示したため，第４，６時ではペッ

トボトルを収集容器として提示したところ，自分

から収集活動に取り組み，興味を持って拾い続け

る姿が見られた。第８，９時には，児童が店員役と

なり，製作物を使って，招待した教員とカフェご

っこをして関わる遊び方を提示した。特に，まま

ごと遊びが好きなＡ児は，第８，９時を通して緊

張した様子であったが，ドングリをコップに注い

で渡す遊び(本人が見つけた遊び方，図４左の写真)

をすると，後半もその教員と好きな落ち葉遊びを

楽しむことができた(図４右の写真)。また，普段関

わりの少ない教員へも自分からコップを手渡すこ

とができた。Ｃ児も，「ドングリチョコをお皿に入

れて渡す」という明確な関わり方を示すと，自分

表 10 第５時の目指す姿と教師とのやり取り 

 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
第５時の
目指す姿 

購入の一連の手順
を一人でできる 

購入手順を教師と
確かめながら買う
ことができる 

購入の一連の手順
を一人でできる 

本時まで
の主な活
動や教具 

・手順クイズ 
・模擬販売機 
 

・タブレット端末
での手順練習 

・模擬販売機 

・手順クイズ 
・模擬販売機 

第５時 
 
買い物の
やり取り 
 
Ｔ 教師 
Ｃ 児童 
 
( )内は
行動 

Ｔ「まずは」 
Ｃ(硬貨を１枚入
れる) 

Ｔ「まだ付かない
ね，全部入れな
いとね」 

Ｃ(全部入れる) 
Ｔ「どこかな」 
Ｃ(ボタンを押す) 
Ｔ「どこに入れる
んだっけ」 

Ｃ(エコバッグに
入れる) 

Ｔ「お釣りありま
すか」 

Ｃ(釣銭がないこ
とを確かめる) 

Ｔ(購入する飲み
物を指差して)
「見て，りんご
を買うよ」 

 (硬貨を提示) 
Ｃ(自分で入金) 
Ｔ「(ボタンを指差
して)ここだよ」 

Ｃ(教師と確認し，
ボタンを押して
商品を取る)  

Ｃ(教師の袋に商
品を入れる) 

Ｔ「お釣りあるか
な」(手本提示) 

Ｃ(まねをして釣
銭を確かめる) 

Ｃ(自分で財布を
開ける) 

Ｔ「入れるのは，ど
こかな」 

Ｃ(硬貨を１枚入
れる) 
(ボタンを押すが
商品が出ない，を
二回繰り返す) 
(ボタンが光らな
いことを教師と
共に確かめる) 
(ボタンを自分で
確かめながら，硬
貨を入れる。ボタ
ンが光ると，自力
で購入完了) 
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から教員らに手渡すことができた。 

このことから，実践１，２における活動や教具

の充実によって，成功経験が豊富になり，「できる」

「やってみたい」という思いを持つことができ，

授業場面において，学習活動に自分から取り掛か

り，最後まで取り組む姿が見られたと考える。 

(２) 達成感を得るための学習評価の工夫 

(手立てＣ) 

① 内容 

実践１では，第１～３時に，前時の学習を動画

や写真で振り返り，達成感を得て，本時に学習に

取り組むことをねらった。また，児童自身が選ん

だ校内教員に対し，学習評価カード(図５)で目指す

姿や学習の様子，授業者からの評価を伝えた。そ

の後，児童とともに，購入場面(第５時)の動画を視

聴し，花丸シールや称賛の言葉で児童の頑張りを

称賛してもらうようにした。 

実践２では，単元を通して，「単元名の確認」と

「主活動」の直後に，できたことを評価し，児童が

達成感を得られるようにした。また，単元終末に

は，校内の教員を招待し，一人一人が単元の中で

楽しんだ遊びや制作物を通して関わる中で，教員

からお礼を言われる場面を設定した。 

実践１，２ともに，保護者に対しては，学習評価

カードで，学習過程や成果を伝え，児童の頑張り

を称賛してもらうようにした。 

② 結果と考察 

実践１の写真や動画での振り返りは，テレビ画

面に映る自分や他児の姿を注視することが難しい

児童が２名いた。また，前時と本時では活動内容

が異なるため，達成感が本時に生かされる姿を見

取ることができず，振り返りは効果的ではないと

判断した。そこで，実践２では，活動後にその場で

評価をすることとし，Ａ，Ｃ児には教師とのタッ

チで，Ｂ児には花丸カードで，できたことを伝え

た。その一つとして，毎時間冒頭で「秋」カード(図

６)を示し，季節名を確認する活動を評価した。主

な結果は表11のとおりである。全員が教師からの

支援を減らしながら，季節の確認ができるように

なった。しかし，児童の反応に

よって，支援や教具を変更して

いるため，評価のみによる変容

とは言えない。したがって，指

導を改善しながら，評価を積み

重ねたことで，変容が見られたと考える。 

また，実践１の第５時では，動画を児童自身も

視聴して評価を受けたことで，購入場面に対して

の評価であったことに気付いたと考える。例えば

Ｃ児は，自動販売機から飲み物が出てきた場面を

見て笑顔を見せ，その後の称賛では，恥ずかしが

る様子があったことから，できたことが分かり，

できたことに対して褒められていると気付いたと

考える。実践２の第９時では，カフェごっこで，飲

図６「秋」カード 

前半 後半 

図４ Ａ児が招待した教員のためにドングリをコップに
注ぐ様子(左)と，一緒に落ち葉で遊ぶ様子(右) 

 
 

Ｔ
２
，
他
教
員
か
ら
の
評
価 

 
先生のヒントを聞きなが
ら，好きなジュースを買
えましたね。 

写真と同じお金
を並べることに
気を付けて，ゆっ
くりと合わせら
れましたね。 

自分で好きなジュースを買えてうれしかったね！ 

 
絵と同じお金を並べ
て，財布に入れるこ
とができましたね。 

主
な
学
習
場
面
の 

振
り
返
り 

 

Ｔ
１
の 

評
価 

保
護
者 

コ
メ
ン
ト 

完成したカードを廊下に掲示 
更に様々な教員から，評価を受ける機会の充実 

お財布からしっ
かりお金を取っ
て，優しくボタン
を押しましたね。 

お金の並べ方も
丁寧で，自分で選
んだジュースも
上手に買えまし
たね。 

単
元
目
標
か
ら 

め
あ
て
設
定 

図５ 学習評価カードと評価の流れ(実践１) 

完成 

 評価の 
流れ 
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み物やチョコを手渡し，教員からお礼を言われる

と，Ａ児，Ｃ児ともに，他の教員にも手渡すことが

できた。このことから，学習活動をその場で評価

したり，動画や具体物で学習を振り返り，様々な

支援者から称賛を受けたりすることは，学習活動

に自分から取り組み，やり通す姿を目指す上で，

有効であったと考える。 

授業に関わった校内の教員に対する事後調査で

は，「動画で，児童の学習の様子が分かったか」「児

童に評価を伝える際に動画が役立ったか」という

質問項目に対して，全員から「はい」の回答を得る

ことができた。また，保護者への事後調査では，実

践１，２ともに学習評価カードについての質問項

目「児童の目標が分かったか」「学習の様子が分か

ったか」「称賛に役立ったか」に対して，全員から

「はい」の回答を得ることができた。また，Ｂ児の

保護者から，実践１に対し，「自動販売機に小銭を

入れるのが好きで，すぐに目的のジュース以外の

ボタンを押すが，先生と一緒だと勝手なことはせ

ずに買えていた。」と，学習による行動の変容が伝

えられた。Ｃ児の保護者からは実践２に対し，「放

課後等デイサービスで公園に散歩に行ったときに，

マツボックリ(今までは全く興味がなかった)を拾

っていたようです。」との返答があった。 

以上のことから，成功経験を土台として，評価

を積み重ねたことで，できたことを学習や生活場

面で生かそうとする児童の姿を見取ることができ

たと考える。 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点１＞ 実態を踏まえた目指す姿の設定 

児童の実態と系統表を踏まえて，目指す姿を設

定したことで，適切な支援の程度を考えて指導し，

目指す姿を達成することができた。また，単元を

通して，主体的に学習に取り組む態度を評価の観

点として指導に当たったことで，単元の中で，目

指す姿や活動，教具が適切であったかを検証，改

善し，児童の姿の変容につなげることができた。 

＜視点２＞ 自信と意欲を育む指導の工夫 

一人一人の興味関心やできることを踏まえた学

習活動や教具を充実させたことで，一人一人が成

功経験を積み重ね，授業の中で自分から学習活動

に取り組んだり，やり通したりすることができる

ようになった。その上で，評価の機会と方法を工

夫したことで，できたことを他の学習や生活場面

でも生かしたり，校内の教員と自信を持って関わ

ったりする姿が見られるようになった。 

２ 今後の課題 

今回，自分づくり教育系統表の「うごく力」の姿

を活用して，主体的に学習に取り組む態度の目指

す姿を設定した。しかし，他の４つの力も，目指す

姿の設定に活用できると考える。また，単元の様々

な主活動に対し，各時間の達成感を次時に生かす

手法についても課題が残った。今回の研究を踏ま

えて，主体的に学習に取り組む態度の育成を目指

す授業の在り方の検討を更に深めていきたい。 
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表 11 季節名の確認における各児童の様子と教師の支援 

 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

教師の 

働き掛け 
「秋」カードを児童の手元で 

提示し，あきと言ってみせる 

見取る姿 カ―ドを見て秋と
言う 

提示したカードを
注視する 

教師をまね，本人な
りに発語する 

第１時 
(終末) 

〇他児の様子を見
て，促し２回 

欠席 〇単元名カードを
提示直後 

第２時 
〇秋カードを選ん
で促し1回後 

○四季カードから
秋を選び注視 

○単元名カードを
提示，手本1回 

第３時 
〇他児の様子を見
て，促し1回 

〇教師が指さすと
カードを注視 

〇カードを提示，促
し２回 

第４時 
〇他児の様子を見
て，促し1回 

 

〇教師の促し後，カ
ードを触って注
視 

○単元名カードを
提示，促し２回 

 

第７時 
〇他児の様子を見
て，促し1回 欠席 

○ＴＶ前へ呼び，２
回促し 

第８時 〇促し1回 欠席 〇ＴＶ前へ促し，1
回促し 

第９時 〇促し1回 欠席 
〇画面前へ促した 
直後 

○「見取る姿」が見られた時間 


